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審 査 結 果 の 要 旨 
 
 本研究は大規模なアンケート調査に基づいて、日本における腎性尿崩症の診断年齢や合
併症を含む臨床像、及び遺伝学的背景の把握に注目して検討を行ったものである。その結
果、適切な診断と治療が予後を改善する最も重要な因子であり、更に適切な治療方法の選
択や、同胞のNDIの早期診断に遺伝子診断が施行されるべきであることを示した。本論文の
内容は、小児内分泌学及び内分泌学の分野で、腎性尿崩症の適切な診断・治療や遺伝子診
断の重要性を示唆するものであり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 
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